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入学おめでとう！友達たくさんできるかな。（日置小学校入学式）
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令和２年 ( ２０２０) ５月
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■　令和２年第１回定例会、第１回臨時会■　令和２年第１回定例会、第１回臨時会
■　令和２年度予算、予算審査特別委員会■　令和２年度予算、予算審査特別委員会
■　一般質問■　一般質問
■■　討論のあった議案　討論のあった議案
■　提出した意見書■　提出した意見書
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令
和
２
年
４
月
７
日
に
開
催
し

た
第
１
回
臨
時
会
で
は
、
議
案
審

議
の
ほ
か
に
、
議
会
構
成
替
え
を

行
い
ま
し
た
。

　

正
副
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
議

長
に
西
尾
智
朗
議
員
、
副
議
長
に

堀
匠
議
員
を
選
出
し
た
ほ
か
、
常

任
委
員
会
や
議
会
運
営
委
員
会
、

議
会
広
報
特
別
委
員
会
等
の
構
成

を
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
般
、
白
浜
町
議
会
議
長
の
重
職
に
再
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
人
口
減
少
が
進
む
な
か
、
地
方
議
会
が
果
た
す
役
割

も
、
ま
す
ま
す
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
地

方
自
治
の
進
展
や
観
光
施
策
の
推
進
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
、
更

な
る
努
力
を
傾
注
す
る
覚
悟
で
す
。
住
民
の
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご

指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 総務文教厚生  ◎辻　○小森　西尾　正木　南　丸本　溝口

 観光建設農林  ◎水上　○松田　堀　楠本　廣畑　長野　堅田

 議会運営委員会  ◎南　○楠本　堀　丸本　辻　水上
 議会広報特別委員会  ◎長野　○堅田　廣畑　小森　丸本　溝口
 白浜町監査委員  　溝口

 公立紀南病院組合議員 　 西尾　堀
 田辺周辺広域市町村圏組合議員 　 西尾　堀
 紀南環境広域施設組合議員 　 西尾　堀
 富田川衛生施設組合議員 　 西尾　堀　正木　溝口
 大辺路衛生施設組合議員 　 西尾　堀　辻
 富田川治水組合議員 　 楠本　廣畑　溝口　堅田
 紀南地方老人福祉施設組合議員 　 西尾
 紀南地方児童福祉施設組合議員 　 西尾
 後期高齢者医療広域連合議員 　 西尾
 富田共有財産組合委員 　 西尾
 都市計画審議会委員 　 辻　水上

常
任
委
員
会

   

一　

部　

事　

務　

組　

合

各
種
委
員

 

就
任
の
ご
挨
拶　
白
浜
町
議
会
議
長　

西
尾 

智
朗

【各委員会構成等】 ◎委員長　○副委員長

堀 匠 副議長（再任） 西尾 智朗 議長（再任）

  
議
長
に

議
長
に  

西西に

し

お

に

し

お尾尾  

智智と
も
あ
き

と
も
あ
き朗朗  

議
員
議
員

  　　

    
副
議
長
に

副
議
長
に  

堀堀ほ
り
ほ
り  

匠匠
た
く
み

た
く
み  

議
員
議
員　
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□
条
例
改
正

○
白
浜
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
成
年
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係

る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
、
関

係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行

に
と
も
な
い
、
関
係
規
定
を
改
正

○
白
浜
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改
正
に

と
も
な
い
、
関
係
規
定
を
改
正

○
白
浜
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

白
浜
町
営
住
宅
の
一
部
の
用
途
廃

止
に
よ
り
、
戸
数
に
変
更
が
生
じ
た

た
め
、
関
係
規
定
を
改
正

○
白
浜
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正

に
と
も
な
い
、
関
係
規
定
を
改
正

○
白
浜
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
府
令
の
施

行
に
と
も
な
い
改
正

○
白
浜
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給

与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
人
事
院
勧
告
に
よ
る
国
家
公
務
員
の

給
与
改
定
等
に
準
じ
、
給
与
等
に
関
す

る
規
定
を
改
正

○
白
浜
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
法
律
及
び
育
児
休
業
、
介
護
休

業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労

働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
の
一
部

改
正
を
踏
ま
え
、
非
常
勤
職
員
に
つ

い
て
育
児
休
業
を
取
得
す
る
こ
と
を

可
能
と
す
る
た
め
改
正

〇
白
浜
町
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

関
し
て
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
服

務
の
宣
誓
に
つ
い
て
、
必
要
な
事
項

を
定
め
る
た
め
、
関
係
規
定
を
改
正

  ３月３日【開会、町長挨拶、提案理由の説明、議案審議】
　・会期の決定
　・議案の提案理由説明（条例改正８件、補正予算関係４件、工事請負契約１件
　　　　　令和２年度当初予算関係１０件、町道認定１件、指定管理者の指定１件）
　・議案審議（工事請負契約１件）　・予算審査特別委員会の設置
　・委員会発議案件１件（新型コロナウイルス感染症対策に関する意見書）⇒ P １２

  ３月１２日【一般質問】
　・正木議員、丸本議員、廣畑議員　　　　　　　　　 《Ｐ８～Ｐ１０に内容記載》

  ３月１９日【提案理由の説明、議案審議】
　・追加議案提案理由説明（工事請負契約２件）
　・議案審議（議案１０件、補正予算関係１件）
  ３月２４日【提案理由の説明、議案審議、閉会】
　・追加議案提案理由説明（補正予算関係１件、人事案件２件）
　・議案審議（議案４件、補正予算関係４件、令和２年度当初予算関係１０件）
　・委員会発議案件 1 件　　　　　　　　《討論のあった議案はＰ１１に内容記載》

第
１
日

第
２
日

第
３・４
日

▷▷ 令和２年第１回定例会 ( ３月３日～３月２４日 )
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□
補
正
予
算

○
令
和
元
年
度
白
浜
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
）

・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額

５
千
７
２
０
万
円

・
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

１
４
１
億
45
万
５
千
円

　

主
な
補
正
内
容
は
次
の
と
お
り

（
単
位　

万
円
未
満
四
捨
五
入
）

【
総
務
費
】

・
基
金
利
子
積
立
金

１
５
０
万
円

・
ふ
る
さ
と
白
浜
応
援
寄
附
事
業

２
千
43
万
円

・
地
籍
調
査
事
業

▲
７
千
８
４
８
万
円

【
民
生
費
】

・
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
等
事
業

４
千
万
円

・
公
的
介
護
施
設
等
整
備
補
助
金

８
４
３
万
円

・
児
童
手
当

▲
２
千
９
５
０
万
円

【
衛
生
費
】

・
各
種
検
診
事
業

１
９
０
万
円

【
農
林
水
産
業
費
】

・
農
地
利
用
最
適
化
補
助
金

83
万
円

【
土
木
費
】

・
県
営
事
業
負
担
金

５
３
１
万
円

【
教
育
費
】

・
小
中
学
校
校
内
無
線
L
Ｕ
Ｎ
事
業

８
千
５
１
０
万
円

〇
令
和
元
年
度
白
浜
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）

・
事
業
名
の
一
部
変
更

〇
令
和
元
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

・
繰
越
明
許
費

１
２
７
万
６
千
円

〇
白
浜
町
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
繰
越
明
許
費

１
千
９
０
０
万
円

〇
白
浜
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額

１
９
０
万
２
千
円

・
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

８
億
４
千
２
７
７
万
２
千
円

・
繰
越
明
許
費

１
億
１
千
９
４
２
万
５
千
円

□
白
浜
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命

次
の
方
の
任
命
を
同
意
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

・
豊と
よ
だ田　

昭あ
き
ひ
ろ裕
（
中
）

□
白
浜
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

次
の
方
の
任
命
を
同
意
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

・
山や
ま
も
と本　

哲て
つ
や也
（
田
野
井
）

□
工
事
請
負
契
約

○
南
白
浜
小
学
校
屋
内
運
動
場
耐
震

改
修
等
工
事

【
契
約
金
額
】

１
億
１
千
５
５
０
万
円

【
契
約
の
相
手
】

　

白
浜
町
３
７
７
７
番
地
の
７

　

株
式
会
社　

稗
田
工
務
店

　

代
表
取
締
役　

稗ひ
え
だ田　

良よ
し
あ
き章

〇
白
浜
町
中
地
区
津
波
避
難
タ
ワ
ー

建
設
工
事

【
契
約
金
額
】

１
億
２
９
６
万
円

【
契
約
の
相
手
】

　

白
浜
町
堅
田
２
０
３
９
番
地
の
２

　

株
式
会
社
イ
ワ
コ
ー

　

代
表
取
締
役　

岩い
わ
も
と本　

友ゆ

き紀

〇
白
浜
町
日
置
地
区
津
波
避
難
タ

ワ
ー
建
設
工
事

【
契
約
金
額
】

９
千
３
３
９
万
円

【
契
約
の
相
手
】

　

白
浜
町
栄
１
０
４
９
番
地

　

Ｓ
Ｕ
Ｎ
頼
’Ｓ　

平ひ
ら
さ
か阪　

惠え

ち

こ
智
子

▽
自
治
功
労
者
表
彰

　　

２
月
６
日
の
全
国
町
村
議
会
議
長

会
第
71
回
定
期
総
会
に
お
い
て
、
丸

本
議
員
、
辻
議
員
が
議
員
と
し
て
15

年
以
上
在
職
し
、
地
方
自
治
功
労
者

と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
定

例
会
初
日
の
冒
頭
で
伝
達
式
を
行
い

ま
し
た
。
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白
浜
町
議
会
令
和
２
年
第
１
回

（
４
月
）臨
時
会
は
、４
月
７
日
招
集
、

１
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

議
会
構
成
替
え
を
行
っ
た
ほ
か
、
当

局
か
ら
提
案
さ
れ
た
案
件
に
つ
い
て

審
議
し
、
そ
れ
ら
す
べ
て
可
決
、
承

認
、
同
意
し
ま
し
た
。

□
条
例
制
定

〇
白
浜
町
水
道
料
金
の
額
の
特
例
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

か
か
る
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
、
特

例
に
よ
り
期
限
を
定
め
て
水
道
料
金

を
減
額
し
、
地
域
経
済
活
性
化
の
支

援
を
図
る
た
め
制
定

□
条
例
改
正　

〇
白
浜
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
条
例
及
び
白
浜
町
手
数
料
徴
収
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信

の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
の
改

正
に
と
も
な
い
改
正

□
補
正
予
算

〇
令
和
２
年
度
白
浜
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

と
も
な
う
緊
急
的
な
経
済
対
策
を
実

施
す
る
た
め
の
経
費

・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額

６
千
９
３
０
万
円

・
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

１
２
６
億
５
千
９
３
０
万
円

主
な
補
正
内
容
は
次
の
と
お
り

【
衛
生
費
】

・
簡
易
水
道
特
別
会
計
繰
出
金

１
３
０
万
円

【
観
光
費
】

・
プ
レ
ミ
ア
ム
旅
行
券
販
売
事
業

３
千
５
０
０
万
円

・
ク
ー
ポ
ン
付
マ
ッ
プ
販
売
促
進
事

業

１
０
０
万
円

・
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
販
売
事
業

１
千
４
０
０
万
円

・
中
小
企
業
信
用
保
証
料
補
助
事
業

４
０
０
万
円

・
小
規
模
事
業
者
等
貸
付
利
子
補
給

補
助
事
業

４
０
０
万
円

〇
令
和
２
年
度
白
浜
町
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

と
も
な
う
緊
急
的
な
経
済
対
策
を
実

施
す
る
た
め
、
予
算
科
目
の
振
り
替

え
を
行
う

〇
令
和
２
年
度
白
浜
町
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

と
も
な
う
緊
急
的
な
経
済
対
策
を
実

施
す
る
た
め
、
特
例
に
よ
り
期
限
を

定
め
て
水
道
料
金
の
減
額
を
行
う

・
収
益
的
収
入
予
算
補
正
額

▲
７
千
９
６
７
万
１
千
円

・
補
正
後
の
収
益
的
収
入
予
算
総
額

７
億
８
千
４
８
２
万
９
千
円

・
費
用
的
支
出
予
算
補
正
額

▲
３
５
０
万
円

・
補
正
後
の
収
益
的
支
出
予
算
総
額

８
億
４
千
１
５
０
万
円

□
富
田
共
有
財
産
組
合
委
員
会
委
員

の
選
任
に
つ
い
て

次
の
方
の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

・
西に
し
お尾　

智と
も
あ
き朗
（
日
置
）

令
和
２
年
第
１
回
臨
時
会

５ NO.56



▷▷ 令和２年度予算（骨格予算）

　当初予算すべてを原案可決

総額総額216216億億58285828万円万円

予
算
審
査
の
流
れ

予
算
審
査
の
流
れ

予算審査特別委員会付託

町長から予算案の提出

予算の説明・質疑

討論・採決
委員長審査報告・質疑

討論・採決

本
会
議

予
算
審
査
特
別
委
員
会

可
決

６NO.56

　３月２４日に開催した定例会４日目において、南予算審査特別委員長から審査報告を行
い、採決の結果、令和２年度当初予算のすべてを原案のとおり可決しました。

会　計　名 予　算　額
前  年  度  比  較

増  減  額 増減割合
一 般 会 計 125 億 9000 万円　  △ 6 億 3200 万円　 △ 4.8％　
特 別 会 計 90 億 6828 万円　 3 億 8901 万 5 千円　 4.5％　
国民健康保険（事業勘定） 29 億 1200 万円　  △ 1800 万円　 △ 0.6％　
　〃　（日置診療施設勘定） 1360 万円　  100 万円　 7.9％　
　〃　（三舞診療施設勘定） 800 万円　  200 万円　 33.3％　
　〃　（川添診療施設勘定） 3210 万円　  190 万円　 6.3％　
後 期 高 齢 者 医 療 6 億 4700 万円　  3850 万円　 6.3％　
介 護 保 険 31 億 5900 万円　  1 億 2200 万円　 4.0％　
土 地 取 得 2010 万円　  0 円　 0.0％　
簡 易 水 道 事 業 9480 万円　 820 万円　 9.5％　
農 業 集 落 排 水 事 業 1070 万円　  190 万円　 21.6％　
下 水 道 事 業 6 億 7600 万円　  △ 1 億 6750 万円　 △ 19.9％　
水 道 事 業 14 億 9498 万円　  △ 3 億 9901 万 5 千円　 36.4％　

総 合 計 216 億 5828 万円　 △ 2 億 4298 万 5 千円　 △ 1.1％　

本
会
議
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▷▷ 予算審査特別委員会
　令和２年度一般会計予算および特別会計予算等９件を審査するため、３月１６日から
１８日までの３日間で、令和２年予算審査特別委員会を開催しました。
　審査の過程では、「一般会計予算」、「後期高齢者医療特別会計予算」について反対討論が
ありましたが、付託された１０件は、すべて原案のとおり可決すべきもの、承認すべきも
のと決しました。

　＊議案第１６号　廣畑委員　反対討論（要旨）
　臨時雇用職員の行政事務等包括業務委託について、解雇、雇い止めにあたるのではないか。
また、現在、雇用契約に基づいて正規職員と同等の職務を遂行している者を合理的理由なく、
短い時間を設定してフルタイムの会計年度任用職員に任用しないのは、今回の地公法や自治
法の一部改正の趣旨にそぐわないのではないかと考える。また、受託企業は民間事業者とし
ての営利を追求するものであり、採算が取れなかったり、必要な人員等を確保できなければ
途中で撤退することも十分ありうる。さらに、管理経費なども加算され、直営よりもコスト
削減できるとは限らない。そのような中、住民サービスの著しい低下を招くことになりかね
ない。以上のような理由から反対する。

賛  否  一  覧賛  否  一  覧 採決結果採決結果

堀

匠

楠
本
隆
典

南　

勝
弥

丸
本
安
高

正
木
秀
男

堅
田
府
利

松
田
剛
治

小
森
一
典

水
上
久
美
子

辻　

成
紀

廣
畑
敏
雄

溝
口
耕
太
郎

長
野
莊
一

議案第１６号
　「令和２年度白浜町一般
　　　会計予算議定について」

可決
すべき
もの

○ ○ × ○ 〇 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

議案第１８号
　「令和２年度白浜町後期
　　　高齢者医療特別会計
　　　　　予算議定について」

可決
すべき
もの

○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

　※委員長 ( 南勝弥 ) は採決に加わりません。　※議長 ( 西尾智朗 ) は委員ではありません。

反対

　》》討論のあった議案　》》討論のあった議案
　議案第１６号「令和２年度白浜町一般会計予算議定について」、議案第１８号「令和２年
度白浜町後期高齢者医療特別会計予算議定について」の２議案では、質疑の後、廣畑議員
が反対討論を行いました。起立採決の結果、いずれも賛成多数により、原案のとおり可決
すべきものと決しました。採決の結果、討論の内容については次のとおりです。

　※○は賛成、×は反対

　＊議案第１８号　廣畑委員　反対討論（要旨）
　後期高齢者医療特別会計予算は今回の保険料改定では、低所得者の特例軽減を廃止し、本
則に戻すとなった。平均で年額５千円近くの値上がりである。また、賦課割合も低所得者に
重い負担となっている。75 歳の年齢で区切られ、受けられる医療も制限があり、重い負担
を強いる後期高齢者医療制度は廃止すべきと考える。以上のような理由から反対する。

反対



　
　

今
後
30
年
以
内
に
起
こ
る

で
あ
ろ
う
南
海
地
震
・
南
海
ト

ラ
フ
大
地
震
、
大
津
波
の
発
生

に
対
し
、
和
歌
山
県
は
抜
き
打

ち
で
緊
急
防
災
要
員
参
集
訓
練

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
１
時
間

半
以
内
に
90
％
の
人
員
が
参
集

し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
当
町
に
お
い
て
も
、
緊
急
参

集
訓
練
は
大
事
だ
と
思
う
が
、

当
局
の
考
え
は
い
か
が
。

　
ま
た
、
災
害
発
生
に
よ
る
停

電
等
に
対
し
て
電
源
確
保
等
の

対
策
は
い
か
が
か
。

　
　
緊
急
参
集
訓
練
は
、
防
災

意
識
及
び
災
害
対
応
能
力
の
向

上
に
も
つ
な
が
る
訓
練
と
認
識

し
て
い
る
。
訓
練
を
行
う
時
期

や
時
間
、
他
機
関
と
連
携
し
た

訓
練
な
ど
、
可
能
な
範
囲
で
実

施
を
検
討
し
た
い
。

　

町
が
開
設
す
る
避
難
所
の
う

ち
、
非
常
用
発
電
機
が
設
置
さ

れ
て
い
る
の
は
４
施
設
の
み
。

大
規
模
災
害
に
お
い
て
、
長
期

の
停
電
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
自

家
発
電
機
能
を
備
え
る
施
設
や

電
源
供
給
可
能
な
車
両
の
導
入

も
、
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
そ

れ
ま
で
は
、
各
避
難
所
に
備
蓄

し
て
い
る
ポ
ー
タ
ブ
ル
発
電
機

で
対
応
し
た
い
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
国
内
外
で
脅
威
と
な
っ

て
お
り
、
観
光
立
町
で
あ
る
当

町
に
お
い
て
も
、
宿
泊
や
予
約

の
キ
ャ
ン
セ
ル
や
観
光
施
設
の

休
園
、
休
館
な
ど
の
影
響
が
出

て
い
る
。

　
先
が
見
え
な
い
事
柄
で
あ
る

が
、
国
や
県
、
近
隣
市
町
と
の

連
携
、
白
浜
は
ま
ゆ
う
病
院
の

対
応
等
、
感
染
予
防
対
策
は
も

ち
ろ
ん
、
今
後
、
経
済
対
策
等

も
必
要
と
考
え
る
が
、
町
の
考

え
は
い
か
が
か
。

　
　

近
隣
市
町
で
も
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本

部
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
各
担

当
課
等
と
の
情
報
共
有
、
情
報

収
集
を
行
っ
て
い
る
。
観
光
産

業
は
広
域
圏
で
も
影
響
が
あ
る

た
め
、
引
き
続
き
情
報
共
有
や

連
携
を
し
て
い
き
た
い
。

　

予
防
対
策
と
し
て
宿
泊
施
設

等
の
衛
生
強
化
に
努
め
て
お

り
、
公
共
交
通
機
関
へ
町
か
ら

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
の
配
布
を

行
っ
て
い
る
。
検
討
し
て
い
る

事
業
と
し
て
、
誘
客
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
旅
行
ク
ー
ポ

ン
券
や
、
町
内
の
消
費
拡
大
を

目
的
と
し
た
経
済
活
性
化
策
の

取
り
組
み
を
早
急
に
実
施
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
白

浜
は
ま
ゆ
う
病
院
に
つ
い
て

は
、
田
辺
保
健
所
の
指
示
に
従

い
、
紀
南
病
院
、
南
和
歌
山
医

療
セ
ン
タ
ー
と
連
携
を
と
り
な

が
ら
対
応
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。

問

答

・危機管理について

（世界中で猛威を振るう
新型コロナウイルス感染症）

問

答

令和２年第１回定例会一般質問（登壇順）

（非常時には電力供給が可能な電気自動車）

正
ま さ き

木　秀
ひ で お

男　議員
（一問一答）

提供：国立感染症研究所
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先
の
議
会
で
「
原
子
力
発

電
所
の
核
燃
料
や
使
用
済
燃
料

な
ど
を
、
町
内
に
持
ち
込
む
こ

と
や
、
そ
れ
ら
を
貯
蔵
、
処
分

す
る
施
設
の
建
設
を
認
め
な

い
。」
条
例
が
可
決
さ
れ
た
。

　
当
日
６
時
過
ぎ
、
民
放
で
放

映
さ
れ
、
関
西
電
力
か
ら
「
将

来
の
立
地
地
点
と
し
て
、
地
元

情
勢
を
鑑
み
な
が
ら
地
道
に
取

　
　
先
の
議
会
で
税
の
滞
納
と

差
押
え
に
つ
い
て
質
問
を
し
た

が
、
見
解
の
相
違
が
あ
り
再
度

質
問
す
る
。

　
町
は
差
押
え
禁
止
債
権
で
あ

る
年
金
や
給
料
が
口
座
に
入
れ

ば
、
生
活
費
と
し
て
控
除
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
月
10
万
円
と

親
族
一
人
４
万
５
千
円
を
控
除

せ
ず
差
押
え
を
し
て
い
る
。
年

金
や
給
料
は
口
座
に
入
れ
ば
預

金
債
権
に
変
わ
り
、
全
額
の
押

え
が
で
き
る
と
の
こ
と
だ
が
、

差
押
え
が
可
能
と
な
る
法
文
が

あ
る
の
か
。
年
金
、
給
料
等
の

差
押
え
禁
止
債
権
を
行
政
が
押

え
、
裁
判
で
の
判
例
が
３
件
あ

り
、
す
べ
て
行
政
側
が
敗
れ
て

い
る
。
一
連
の
判
例
を
無
視
せ

ず
踏
襲
す
べ
き
で
は
。

　
　
預
金
債
権
に
関
し
て
は
差

押
え
禁
止
額
等
を
定
め
た
法
令

は
な
い
が
、
大
阪
高
裁
の
判
決

は
、
よ
り
一
層
住
民
の
生
活
状

況
を
勘
案
し
、
個
別
の
事
情
を

考
慮
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
理

解
し
て
い
る
。
滞
納
処
分
に
際

し
財
産
調
査
等
を
充
分
に
行

い
、
総
合
的
に
判
断
し
担
税
力

を
見
極
め
て
お
り
、
生
活
が
困

窮
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
方
に

つ
い
て
は
福
祉
部
局
と
も
連
携

し
て
い
る
。
今
後
も
租
税
法
律

主
義
の
下
、
税
の
公
平
公
正
の

原
則
に
則
り
、
徴
収
の
強
化
に

努
め
職
務
を
遂
行
す
る
。

り
組
ん
で
い
く
。
今
後
も
地
元

の
情
勢
を
踏
ま
え
て
、
適
切
に

対
処
し
た
い
。」
と
の
コ
メ
ン

ト
が
出
た
。
ま
た
、
２
町
合
併

１
年
前
に
「
日
置
は
原
子
力
発

電
所
の
候
補
地
」
と
コ
メ
ン
ト

し
て
い
る
。
関
西
電
力
の
土
地

を
購
入
し
、
町
有
地
と
し
て
い

く
方
策
を
講
じ
る
べ
き
で
は
。

　
　
現
在
、
ご
指
摘
の
よ
う
な

原
子
力
関
連
施
設
を
整
備
す
る

に
は
、
地
元
自
治
体
の
同
意
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
。
そ
の
た

め
、
私
の
考
え
と
し
て
施
設
を

受
け
入
れ
る
考
え
が
な
い
こ

と
、
ま
た
、
そ
れ
だ
け
で
は
町

民
の
不
安
を
払
拭
で
き
な
い
と

の
こ
と
で
明
確
に
し
た
の
が

「
白
浜
町
安
心
・
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
推
進
条
例
」
で
あ
る
。

　

首
長
、
自
治
体
の
考
え
を
無

視
し
て
施
設
整
備
を
進
め
る
こ

と
は
出
来
な
い
と
考
え
て
お

り
、
現
時
点
に
お
い
て
は
、
電

力
事
業
者
が
所
有
す
る
土
地
を

購
入
し
、
町
有
地
と
す
る
考
え

は
な
い
。

問

・税の滞納と差押
・町長の政治姿勢

答

答

問

丸
まる

本
もと

　安
やす

高
たか

　議員
（一問一答）

--- 関係法令抜粋 ---
 【国税徴収法第７６条】
　給料、賃金、俸給、歳費、退職年金及びこれらの性質を有  
する給与に係る債権については、次に掲げる金額の合計額に
達するまでの部分の金額は、差し押えることができない。こ
の場合において、滞納者が同一の期間につき２以上の給料等
の支払を受けるときは、その合計額につき、第４号又は第５
号に掲げる金額に係る限度を計算するものとする。
 【国税徴収法施行令第３４条】
　法７６条第１項第４号に規定する政令で定める金額は、滞
納者の給料、賃金、俸給、歳費、退職年金及びこれらの性質
を有する給与に係る債権の支給の基礎となった期間１月ごと
に１０万円（滞納者と生計を一にする配偶者、その他の親族
があるときは、これらの者一人につき４万５千円を加算した
金額）とする。
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２
月
19
日
に
町
長
を
本
部

長
と
し
た
、「
白
浜
町
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本

部
」
を
設
置
し
、
情
報
収
集
、

情
報
発
信
に
努
め
て
い
る
。
特

別
措
置
法
第
５
条
の
国
民
の
自

由
や
人
権
尊
重
に
つ
い
て
細
心

の
注
意
を
払
う
の
は
当
然
と
考

え
る
。

　
　
一
律
休
校
で
の
学
校
や
学

童
保
育
で
の
対
応
に
つ
い
て
、

食
事
・
学
習
・
集
団
な
ど
の
課

題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
方
向

を
見
定
め
て
い
る
か
。

　
　

町
の
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
の
現
状
と
、

地
域
で
の
住
民
主
体
の
介
護
予

防
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

総
合
事
業
で
は
以
前
と
変

わ
ら
な
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

引
き
続
き
行
っ
て
お
り
、
地
域

住
民
が
主
体
と
な
る
取
り
組
み

と
し
て
、
生
活
支
援
体
制
整
備

事
業
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

住
民
主
体
の
介
護
予
防
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、
わ
か
や
ま

シ
ニ
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
修
了
者

に
よ
る
ス
テ
ッ
プ
台
を
活
用
し

た
運
動
を
行
う
グ
ル
ー
プ
と
、

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の

グ
ル
ー
プ
が
あ
る
。

　
　
作
成
に
８
千
円
か
ら
１
万

円
か
か
っ
て
い
る
ケ
ア
プ
ラ
ン

に
つ
い
て
、
現
在
は
保
険
料
の

中
で
賄
っ
て
い
る
が
、
今
度
の

改
正
で
有
料
化
が
言
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
高
額
の
負
担

と
な
る
な
ら
、
必
要
な
の
に
利

用
を
や
め
る
方
が
多
く
出
る
の

で
は
な
い
か
。

　
　

国
の
社
会
保
障
審
議
会
介

護
保
険
部
会
に
お
い
て
、
利
用

者
等
に
与
え
る
影
響
を
踏
ま
え

な
が
ら
引
き
続
き
検
討
を
行
う

と
の
方
向
性
が
示
さ
れ
て
お

り
、
今
後
、
国
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
き
た
か
。ま
た
、

改
定
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
特

別
措
置
法
第
５
条
の
国
民
の
自

由
や
人
権
尊
重
に
つ
い
て
細
心

の
注
意
が
必
要
と
考
え
る
が
い

か
が
か
。

　
　

家
庭
で
居
る
こ
と
が
難
し

い
児
童
生
徒
は
、
午
後
１
時
ま

で
学
校
で
預
か
り
、
学
童
保
育

所
の
開
設
時
間
を
前
倒
し
て
い

る
。
未
履
修
に
つ
い
て
は
、
プ

リ
ン
ト
等
を
作
成
し
家
庭
学
習

で
対
応
出
来
る
よ
う
に
し
、
家

庭
で
で
き
な
い
も
の
は
新
年
度

で
履
修
で
き
る
よ
う
準
備
を

行
っ
て
い
る
。

　
　
支
援
学
校
も
休
校
し
て
い

る
な
か
、
障
害
児
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
受
け
入
れ
の
様
子
や
状
況

は
ど
う
か
。
ま
た
、
町
内
小
学

校
に
在
籍
す
る
障
害
を
も
っ
た

児
童
の
処
遇
に
つ
い
て
、
保
護

者
と
の
か
か
わ
り
も
絡
ん
で
ど

の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

　
　

既
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
る
児
童
は
、
保
護
者
と
事

業
所
が
直
接
話
し
合
い
、
変
更

が
あ
れ
ば
町
に
連
絡
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
利
用
の
な
い
児
童

は
、
希
望
が
あ
れ
ば
ス
ム
ー
ズ

に
利
用
開
始
が
で
き
る
体
制
を

整
え
て
い
る
。

答 問

問 答

・介護保険制度について
・新型コロナウイルス感染症に
　　　　　かかる取り組みについて

答

問

問

問 答

答

廣
ひろはた

畑　敏
と し お

雄　議員
（一問一答）

（小中学校では児童生徒が長期間
　　登校できていない　※４月９日現在）

（介護予防事業のひとつ、シニアエクササイズ）
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　定例会４日目に、予算審査特別委員会での審査結果報告を委員長から受けた後、議案第
１６号「令和２年度白浜町一般会計予算議定について」、議案第１８号 ｢令和２年度白浜町
後期高齢者医療特別会計予算議定について｣ の２議案に対し、廣畑議員から反対討論があり、
起立採決の結果、賛成多数により可決しました。
　採決の結果とそれぞれの討論の要旨は、次のとおりです。

▷▷ 討論のあった議案

議
案
第
16
号

反
対
討
論
要
旨
（
廣
畑
議
員
）

　

臨
時
雇
用
職
員
の
行
政
事

務
等
包
括
業
務
委
託
に
つ
い

て
、
解
雇
、
雇
い
止
め
に
あ

た
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

現
在
、
雇
用
契
約
に
基
づ
い

て
正
規
職
員
と
同
等
の
職
務

を
遂
行
し
て
い
る
者
を
合
理

的
理
由
な
く
、
短
い
時
間
を

設
定
し
て
フ
ル
タ
イ
ム
の
会

計
年
度
任
用
職
員
に
任
用
し

な
い
の
は
、
今
回
の
地
公
法

や
自
治
法
の
一
部
改
正
の
趣

旨
に
そ
ぐ
わ
な
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
ま
た
、
受

託
企
業
は
民
間
事
業
者
と
し

て
の
営
利
を
追
求
す
る
も
の

で
あ
り
、
採
算
が
取
れ
な

か
っ
た
り
、
必
要
な
人
員
等

を
確
保
で
き
な
け
れ
ば
途
中

で
撤
退
す
る
こ
と
も
十
分
あ

り
う
る
。
さ
ら
に
、
管
理
経

費
な
ど
も
加
算
さ
れ
、
直
営

よ
り
も
コ
ス
ト
削
減
で
き
る

と
は
限
ら
な
い
。
そ
の
よ
う

な
中
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
著

し
い
低
下
を
招
く
こ
と
に
な

り
か
ね
な
い
。
以
上
の
よ
う

な
理
由
か
ら
反
対
す
る
。

○：賛成　　×：反対○：賛成　　×：反対
議
決
結
果

議
決
結
果

堀　
　
　
匠

楠
本　
隆
典

南　
　
勝
弥

西
尾　
智
朗

丸
本　
安
高

正
木　
秀
男

堅
田　
府
利

松
田　
剛
治

小
森　
一
典

水
上
久
美
子

辻　
　
成
紀

廣
畑　
敏
雄

溝
口
耕
太
郎

長
野　
莊
一

議案第１６号
「令和２年度白浜町一般会計
　　　　　　予算議定について」

可

決
○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

議案第１８号
「令和２年度白浜町後期高齢者
医療特別会計予算議定について」

可

決
○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

※議長（西尾　智朗）は採決に加わりません。

議
案
第
18
号

反
対
討
論
要
旨
（
廣
畑
議
員
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
予
算
は
今
回
の
保
険
料
改

定
で
は
、
低
所
得
者
の
特
例

軽
減
を
廃
止
し
、
本
則
に
戻

す
と
な
っ
た
。
平
均
で
年
額

５
千
円
近
く
の
値
上
が
り
で

あ
る
。
ま
た
、
賦
課
割
合
も

低
所
得
者
に
重
い
負
担
と

な
っ
て
い
る
。
75
歳
の
年
齢

で
区
切
ら
れ
、
受
け
ら
れ
る

医
療
も
制
限
が
あ
り
、
重
い

負
担
を
強
い
る
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
は
廃
止
す
べ
き
と

考
え
る
。
以
上
の
よ
う
な
理

由
か
ら
反
対
す
る
。

可
決
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▷▷ 提出した意見書

　発委第１号　新型コロナウイルス感染症対策に関する意見書
　　提 出 者　白浜町議会運営委員長　水上　久美子　
　　採決結果　可　決　全会一致

　定例会１日目に、意見書の委員会提案があり、採決の結果、全会一致で可決し、関係機関へ
提出しました。意見書の内容等は下記のとおりです。

　中華人民共和国湖北省武漢市で発生した新型コロナウイルスによる感染症は急速な勢
いで世界各地に拡散し、国際的な脅威となっている。
　我が国において、感染の状況が日々刻々と変化している中、和歌山県内でも感染症者
が発生したことから、県民の暮らしに深刻な影響を及ぼしている。
　特に、我が白浜町は、年間３００万人を超える観光客で賑わう全国有数の観光地であり、
すでに宿泊予約のキャンセルや観光施設の休園など地域経済に影響が出始めている。
　これから観光シーズンを迎えるにあたり、高まる不安や風評被害、地域経済への影響
が避けられない状況にあり、迅速かつ適切な対応が求められている。
　よって、国におかれては、安心・安全の確保とともに、不安を解消すべく、下記につ
いて取り組むよう求める。

記

１．国内の感染拡大の防止に努め、感染予防方法の周知徹底と、迅速で正確な情報提供
　を行うこと。

２．相談体制や検査実施の強化充実を図り、地方における医療体制の強化を支援すると
　ともに感染症予防に関する物資の確保に努めること。

３． 観光を含めた地域経済への影響を最小限にするとともに、風評被害への対応、中小
　企業・小規模事業者に対する緊急の資金融資等の支援策を講じること。

４．感染症対策に必要な財政支援を講じること。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　令和２年３月３日 　　　和歌山県白浜町議会 

【提出先】　内閣総理大臣　　総務大臣　　財務大臣　　経済産業大臣　　厚生労働大臣
　　　　　農林水産大臣　　国土交通大臣　　内閣官房長官
　　　　　衆議院議長　　参議院議長

新型コロナウイルス感染症対策に関する意見書
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▷▷ 町議会・町議会議長の主な動き（１月～３月）

２８日　  紀南地方老人福祉施設組合議会
 紀南地方児童福祉施設組合議会

　　２９日　  白浜町スポーツ奨励賞表彰式

３月３日　
 議会運営委員会
 第１回定例会 ( 第１日 )
 全員協議会
 予算審査特別委員会

６日　  公立紀南病院組合議会予算
 審査特別委員会 ( 田辺市 )

１２日　
 第１回定例会 ( 第２日 )
 議会運営委員会
 全員協議会

１６日　  予算審査特別委員会

１７日　  予算審査特別委員会

１８日　  予算審査特別委員会

１９日　  第１回定例会 ( 第３日 )
 議会運営委員会

２４日　
 第１回定例会 ( 第４日 )
 議会運営委員会
 全員協議会
 予算審査特別委員会

２６日　
 都市計画審議会
 和歌山県選出国会議員へ陳情
 （東京都）

２７日　  公立紀南病院組合議会 ( 田辺市 )

　３０日　  議会運営委員会

１月４日　  成人式

５日　  消防出初式

６日　  交通安全年頭式
８日～　
１０日　

 新年挨拶まわり
 ( 大阪・名古屋・東京 )

９日　  議会広報特別委員会

１７日　  有田川町議会視察来庁

１９日　  熊野路少年柔道大会

２９日　  県議長会総会及び県幹部
 との意見交換会 ( 和歌山市 )

３０日　
 和歌山県後期高齢者医療
 広域連合保険料率説明会
 ( 上富田町 )

２月３日　  長野県上田市議会視察来庁
 栃木県栃木市議会視察来庁

１２日　
 全員協議会
 白浜温泉街周遊観光実証実験
 説明会 ( 試乗会 )

１３日～　
１４日　

 和歌山県議長会議長・副議長・ 
 事務局長研修会 ( 和歌山市 )

１７日　  和歌山県後期高齢者医療
 広域連合議会 ( 和歌山市 )

１８日　  紀南環境広域施設組合議会
 ( 田辺市 )

１９日　  富田川治水組合議会
 ( 上富田町 )

２１日　  公立紀南病院組合議会
 ( 田辺市 )

２５日　
 富田川衛生施設組合議会
 田辺周辺広域市町村圏組合
 議会 ( 田辺市 )

２６日　
 議会運営委員会
 大辺路衛生施設組合議会
 ( すさみ町 )

２７日　  日置川ヘリポート竣工式 
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町議会に関する情報は
「議会ホームページ」へ

日 月 火 水 木 金 土
１ ２

 議会運営
 委員会
 10:00~

３ ４ ５ ６

７ ８ ９
 第１日
 提案説明等
 10:00~

10
 （休会）
 ※委員会開催や
 議案調査のため

11
 

12
 

13

14 15
 

16
 

17
 

18
 第２日
 一般質問
 10:00~

19
 第３日
 一般質問
 10:00~

20

21 22
 （休会）

23
 第４日
 議案審議
 10:00~

24
 第５日
 議案審議
 10:00~

25 26 27

　６月議会の日程は、６月２日（火）開催予定の議会運営委員会で決定します。
　詳細は、議会事務局（43-6591）までお問い合わせください。

開会日

閉会日

編 集 後 記

　議会広報特別委員会
　委 員 長　長野　莊一　　
　副委員長　堅田　府利
　委　　員　廣畑　敏雄　小森　一典
　　　　　　丸本　安高　溝口　耕太郎

発行：白浜町議会　　編集：議会広報特別委員会　　〒 649-2211　和歌山県西牟婁郡白浜町 1600 番地
TEL  ：0739-43-6591　　FAX：0739-43-5888　   　E-mail：gikai@town.shirahama.lg.jp　

次 回 日 程
次回定例会（6 月）の会期は、6 月９日（火）から２４日（水）までの予定です。

　骨格予算は、法令上の概念はなく、首長
改選を目前に控えているなどから、政策的
な判断ができにくいなどの事由により、新
規の施策等を見送り、政策的な経費を極力
抑え、人件費などの最低限必要な経費を盛
り込んで編成する予算のことで、慣用的に

「骨格予算」と呼んでいます。
　この場合、次の議会で補正予算として骨
格予算で計上されなかった政策的な経費を
加え、いわゆる肉付け予算を編成するのが
一般的です。

骨 格 予 算
　新型コロナウイルス感染症という経験し
たことのない感染症の影響が、国際的な脅
威となっています。高まる不安、地域経済、
地域産業への影響などが避けられない状況
にあり、迅速かつ適切な対応が求められて
います。町議会としましても、行政と、そ
して町民の皆さまと力をあわせて、この難
局を乗り越えたいと考えています。
　今後も、この議会だよりにより、町民の皆
さまに議会の活動等を幅広く知っていただ
けるよう、委員一同、誠心誠意取り組んでま
いります。　　　　　　　　　　　（長野）


